
京
都
。平
安
京
左
京
九
条
二
坊
十
三
町

所
在
地
　
　
　
一爪
都
市
南
区
西
九
条
春
日
町

一
九

調
査
期
間
　
　
一
九
八
四
年
（昭
５９
）
五
月
を
九
月

発
掘
機
関
　
　
∽
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所

調
査
担
当
者
　
丸
川
義
広

・
木
下
録
明

。
辻
　
裕
司

遺
跡
の
種
類
　
都
城
跡

遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
前
期
、
鎌
倉
時
代
、
江
戸
時
代
前
期

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

十
三
町
の
中
央
部
か
ら
西
部
に
か
け
て
、
町
内
の
四
分
の
一
ほ
ど
の
面
積
を

調
査
し
た
。
平
安
時
代
前
期
で
は
、
油
小
路
東
側
溝
、
町
内
の
中
央
を
南
北
に

流
れ
る
流
路
、
そ
れ
に
東
部
に

池
の
よ
う
な
遺
構
を
検
出
し
た
。

ω

ｏ
②
の
木
筒
は
、
斎
串

。
人

形

。
漆
器

。
下
駄
な
ど
と
共
に
、

幅

一
六
ｍ
、
深
さ
四
五
ｃｍ
の
流

酬

路
か
ら
出
土
し
た
。
鎌
倉
時
代

練

で
は
、
建
物
跡
と
井
戸

一
三
基

彼

が
主
要
な
遺
構
で
あ
る
。

油
小
路
東
側
溝
の
す
ぐ
東
に

幅
二
〇
ｍ
、
深
さ

一
・
五
ｍ
の
濠
が
あ

っ
た
「　
こ
の
濠
は
天
正

一
九
年

（
一
五

九
こ

豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
築
造
さ
れ
た
、　
当
時
の
京
全
体
を
囲
む
御
土
居
の

外
濠
で
あ
る
。
①
以
下
の
墨
書
札
類
の
ほ
か
、
工
具

・
容
器

。
装
身
具

・
文
具

。
家
什
具

・
生
産
具

・
建
築
材
な
ど
多
彩
な
木
質
遺
物
が
出
上
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

江
戸
時
代
の
も
の
は
く
ず
し
字
が
多
く
難
解
で
、　
川
嶋
将
生
氏

全
爪
都
市
歴

史
資
料
館
館
員
）
に
判
読
を
依
頼
し
た
。
以
下
は
、
氏
の
釈
文
を
梅
川
が
補

っ
た

も
の
で
あ
る
。

⑪
　
。
「日
回
　
□
□
□
□

名

知

粥

日
寅
〔酔

狙

　

　

　

　

　

　

（Φ
枷Ｙ

Ｇ

∀

嗚

露

ヒ
ノ
キ

舘
中

②
　
。
容
容
容
容

。
□
容
容
容
　
　
　
　
　
　
　
　
（じ
大
５
益

ｏ解

ヒ
ノ
キ

路
∞

⑥
名
電
父
期

牌♂
Ｆ

ｏ
「
全
琴
「
じ
口
印
［
□
　
　
〓
“
れ
″
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
μｏ
ω
Ｘ
”
枷
×
卜
　
Ｏ
μ
牌　
　
ス
ギ
，
　
ｏ
¨
］

」　　　　　　　　　　μＯ∞
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ス“千
　
　
牌］∞

7654321
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□
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?)18)
ヽ
ツ
ｈ
Ｖ

「雲

胴
囲
」

甍

一
口
回
」

「。�中つ
い
し
」

語
梨
口
□
」

痺制醍　人

「米
　
　
国
口

ｏ日
□
回
日
入
二
」

＝
中
ド
×
∞
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Ｘ
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μ
μ
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ф
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中
ド
×
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μ
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ユ
‐
　
ｏ
い
い

五
郎
日
回

回
兵
へ
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藤
印
日
日
日
日
日
ビ

（穿
孔
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「ハ
。
♂

み

〆髯
）翻
）口
回
」

「平
五
　
　
」

「日

回

」

「＜
土
田
同
回
衛
門
」

慾

ｘ
Ｓ

ｘ
Ｐ
　
自
μ
　
ア
ス
ナ
Ｆ
　
ω
８

⑫
≡

軍
大
村
口
回
騨
］
宿
な

」

①l10

名
＜
日
日
日
Ｈ
Ｈ
回
　
二
十
回
□
」
　

８
と
聟
や
ｏ駕

ツ
ガ

名
＜
日
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
□
屋
　
」

名
＜
べ
つ
日
日
連

五
日
日
三
入
　
庄
や
」
・　
　
μ諮
温
ダ
ヽ
３
中
ア
ス
ナ
ロ

名
＜
あ
さ
か
殿
　
影
醇
往
附
」

名
＜
此
物
ま
同
回
　
　
　
　
」
　

　

ｄ
ね
露
∞
愚

ヒ
ノ
キ

名
＜
　
　
　
　
庄
や
五
郎
衛
門

升
屋
大
兵
へ
　
」

名
＜
卯
十

一
月
四
日
　
権
兵
ヘ

五
斗
入
　
新
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」
一醗

ｘ
駕

ｘ
や
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鴛
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ヨ
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マ

キ

　

φ
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＜
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せ
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舅
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せ
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Ｈ

Ｈ
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ω
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簑
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ｏ
ф
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キ
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∞
∞
　

＊

名
＜
宇
土
郡
浦
上
村
　
庄
や
日
日
日
日
（焼
印
ご

名
＜
御
米
三
石
五
斗
　
同
日
日
川
Ｈ
□
　
　
」

患
雨

ｘ
〕
〕
ｘ
∞
　

ｏ
器

　

ス

ギ

　

中
路

一



te

内
五
ｘ

名
＜
料
紙
拾
三
束
　
内
五
ｘ

内
三
ｘ

⑬
　
■
諄
騨
村
頼
諸
沙
汰
籠
」

・
取
簿絶
□
酢
骰
欧
陽
　
十
九
」

名
ぞ
翻
□
回
□
　
回
口
□
□
」

。
□
日
□
回

・
回
壱
斗
□

一
石
回

名
京
烏
丸
殿
□
　
□

，
「

□

。
　
又
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ｊ
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十
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∪
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∞
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「寛
文
戊
□

寛
文
九
年
」
（線
型

（μ”卜
）
Ｘ
μΦ
Ｘ
Φ　
　
Ｏ
μψ
　
　
モ
ミヽ
　
　
∞
∞
Ｎ

（
解
μ
伽
）
Ｘ
μ
枷
×
『
　
〇
⇔
μ
　

タ

ケ

　

∞
∞
Ｎ

（
牌
Φ
μ
）
×
（
い
ヽ
）
×
い
　
〇
∞
Ｐ
　

ヒ

ノ

キ

　
中
Φ
ω

Gll側
は
巡
礼
札
、
側
は
掟
札
で
あ
る
。
④
は
曲
物
蓋
、
の
は
箱
、
⑪
は
板
に
墨

書
、
⑩
は
茶
杓
の
柄
に
線
刻
し
た
も
の
で
、
こ
の
ほ
か
年
紀
を
記
し
た
も
の
が

幾
つ
か
あ
る
。
ま
た
、
三
ぞ
四
∽
四
方
の
厚
め
の
材
に
人
足
名
を
記
し
た
人
足

札
、
糸
巻
に
所
有
を
示
す
人
名
を
記
し
た
も
の
、
曲
物
側
板
に

「
上
侯
　
ト

地
　
と
り
め
　
一
一貫
文
の
　
代
拾
奴
」
と
墨
書
の
あ
る
も
の
、
木
製
容
器
の
蓋

に

「
は
ま
　
な
っ
と
う
　
れ
ん
日
Ｈ
Ш
」
と
記
し
た
も
の
等
が
あ
り
、
当
時
の

一屋
用
労
傍

。
経
済
活
動
を
知
る
資
料
と
し
て
興
味
深
い
。

（梅
川
光
隆
）

〔延
ヵ
〕

□
宝
三
年
　
池
田
屋

木

簡

研

究

第
毒

巻
頭
言
―
―
中
国
簡
積
呼
称
に
つ
い
て
の
提
言
―
―
　
　
　
　
　
　
　
大

庭

　

脩

一
九
八
〇
年
出
上
の
木
簡

概
要
　
平
城
宮

。
京
跡
　
平
城
京
左
京
（外
京
）
五
条
五
坊
七
坪
　
藤
原
宮

跡
　
稗
田
遺
跡
―
―
下
ツ
道
―
―
　
長
岡
京
跡
　
大
蔵
司
遺
跡
　
西
沖
遺
跡

御
殿

・
二
之
官
遺
跡
　
野
路
岡
田
遺
跡
　
多
賀
城
跡
　
漆
町
西
遺
跡
　
桜

町
遺
跡
　
白
山
橋
遺
跡
　
御
館
遺
跡
　
御
着
城
跡
　
鶴

・
城
山
遺
跡
　
草
戸

千
軒
町
遺
跡
　
野
田
地
区
遺
跡
　
観
世
音
寺
僧
房
跡
　
大
宰
府
学
校
院
跡
東

辺
部

一
九
七
七
年
以
前
出
上
の
木
簡
　
⑤

平
城
官
跡

（第
二
一
次

。
第
二
二
次
北
）
　

薬
師
寺

中
国
に
お
け
る
簡
蹟
研
究
の
位
相

庸
米
付
札
に
つ
い
て

静
岡
県
城
山
遺
跡
出
上
の
具
注
暦
木
簡
に
つ
い
て

草
戸
千
軒
町
遺
跡
出
上
の
木
簡
―
―
形
態
を
中
心
に
―
―

彙
報

頒
価
　
一二
五
〇
〇
円
　
一Ｔ
四
〇
〇
円

下
岡
田
遺
跡
池

田
　

温

狩

野

　

久

原
　
秀
三
郎

志
田
原
重
人




